
薪の上にブレードを当てて、一緒に土台に打ち付けるようにして刃を食い込ませます。
食い込んだら他の薪などでナイフを叩いて割っていきます。
叩くものがない場合はナイフを薪ごと打ち付けて割っていきます。
節（ふし）のある場所は固く割れません。
無理やり割ろうとしたり抜く際ナイフをねじったりするとナイフが破損します。 
ナイフ先を使って硬い木などに穴を開けるなど
大きな負担のかかる行為は行わないでください。
刃がかけてしまうので、土台は切り株や大きな丸太にしましょう。

耐久性が高く、油分を多く含むので水濡れにも強い素材です。
使い込むほど手に馴染み、木目の美しさも増していきます。


